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9Abstract
   Le manuscrit British Library Royal 15 E VI, surnommé Talbot Shrews-
bury book, a été produit sous commande de John Talbot （1373-1453）, 
chef militaire anglais de la guerre de Cent Ans et premier comte de 
Shrewsbury. Ce dernier l’a dédié à Marguerite d’Anjou, nièce du roi de 
France Charles VII et jeune mariée de son seigneur Henri VI, roi d’An-
gleterre, lors de leurs noces royales en 1445. D’un grand format, ce livre 
contient 440 folios, qui donnent quinze textes variés en moyen français 
（romans, chansons de geste, thèses sur la guerre, poème allégorique, 
etc.）. Il présente d’ailleurs plus de cent miniatures, non seulement d’un 
très grand apparat, mais encore d’une extrême finesse dans le sens 
qu’elles représentent bellement ce que John Talbot désirait exprimer à la 
reine, et par là on appelle ce peintre anonyme de Rouen « Talbot Master ».
   Cet article analysera d’abord les deux premières miniatures aussi bien 
pour apprécier l’art du peintre que pour mettre en lumière les intentions 
de John Talbot : au fol. 2v., on voit John lui-même offrir ce manuscrit à 
Marguerite assise à côté d’Henri VI ; au fol. 3r. est peinte une fleur-de-
lys représentant la généalogie de la famille royale franco-anglaise à par-
tir de Saint Louis IX jusqu’à Henri VI. Nous nous pencherons ensuite sur 
l’un des textes littéraires du manuscrit Histoire du Chevalier au Cygne et 
étudierons comment s’éxcute cette anthologie des poèmes épiques du 
Cycle de la Croisade, afin de voir là le dessein, ou plutôt la tactique du 
commandant en chef de l’Angleterre.




Sur le ms. BL Royal 15 E VI, dit Talbot Shrewsbury book:




　ロンドンの大英図書館 British Library（旧大英博物館 British Museum 附
属図書館）の王立コレクションに所属している 15 E VI 写本（MS. BM Roy-
al 15 E VI
1）
）は、エドワード 4 世（1442-1483 年）により当コレクションが
創設されたときに収蔵された、由緒ある写本である。1757 年、国王ジョ





　サイズからして堂々たる大きさである。1 ページだけで縦 47.5、横 33.5
センチメートル、つまり A3 サイズをゆうに上まわる大型本である（テキ





recto か「裏」verso を使うのが一般的である。たとえば 1 葉目裏は一般にいう
2 ページ目、3 葉目表は 5 ページ目に相当する）には、目次が黒インクほぼ一
色で書かれているが、羊皮紙をさらに 1 枚めくった 2 葉目裏の上半分を占
める挿絵（ミニアチュール miniature）の色あざやかさには、目がくらむほ













　百年戦争さなかの 1445 年 4 月、イギリス国王ヘンリー 6 世（1421-1471
年）は、対仏宥和策をタルサフォーク伯らの画策により、フランス国王シ
ャルル 7 世の王妃マリー・ダンジュー Marie d’Anjou（ヴァロワ ＝ アンジュ
ー家出身）の姪にあたるマルグリット・ダンジュー Marguerite d’Anjou（英
語ではマーガレット・オブ・アンジュー Margaret of Anjou。1429-1482 年）と
結婚した。その婚礼の席で、新婦マルグリットに豪華本を献呈したのが、
ジョン・タルボット John Talbot（1384?-1453 年。「トールボット」の標記も
あり）である。この人物は、百年戦争において長年にわたり武勲めざましく、
1442 年に初代シュルーズベリー伯 Earl of Shrewsbury に叙せられ、1445
年には大陸で戦う英国軍の最高司令官に任じられていた（当時、英国王は












































































　マルグリットのうしろには 2 人の侍女、そしてヘンリー 6 世の背後には、
14 人の側近が描かれている。その最前列のひとりは冠をかぶり、ジョン
とおなじガーター騎士団のガウンをまとっている。王の伯父にあたるグロ












これを誰もが知るところとなりますように。」Mon seul desir ／ Au Roy 
et vous ／ Et （sic） bien servir ／ Jusquau mourir.／Ce sachent tous ／
Mon seul desir ／ Au Roy et vous（Et は Est の間違い）という忠誠の表明が、
金文字と青色と赤文字が 1 行ずつ交互に順番に使われて書かれている。























　大英図書館王立文庫 19 A XXII 写本（MS. BM Royal 19 A XXII）もその
一例である。これには、中世フランス文学のベストセラー『薔薇物語』の
後編の作者として有名なジャン・ド・マン Jean de Meun に帰せられてき





bus claris の逸名氏によるフランス語訳（Des Cleres et nobles femmes）のコ
ピーである同図書館同文庫 G V 写本（MS. BM Royal G V）、さらに、おな
じボッカッチョの『名士列伝』De Casibus Virorum Illustrium のローラ
ン・ド・プルミエフェ Roland de Premierfait 訳（Des Cas des nobles hom︲









ランス直系」Directe ligne de France とタイトルが記され、聖王ルイ（ル






にあたる中央の家系には、ルイ 9 世の下にフィリップ 3 世、その下にフィ
リップ 4 世、さらにその下にはフィリップ 4 世の 3 人の男子で、相次いで
王位についたルイ 10 世、フィリップ 5 世、シャルル 4 世の 3 人。かれら
の隣に、フィリップ 4 世の娘で、英国王エドワード 2 世と結婚したイザベ
ルの計 4 人が横一列に描かれている。そのイザベルの右隣には、夫である




























創始者シャルル、ヴァロワ朝の始祖フィリップ 6 世、ジャン 2 世、シャル








ところに、ヘンリー 6 世が登場している。いうまでもなく、ヘンリー 6 世










































　計 15 の作品を収録するこの写本は、上記の 2 つの口絵を筆頭に、多く
の挿絵によって彩られている。とりわけ、最初に来る『アレキサンダー大
王物語散文バージョン』Roman d’Alexandre en prose には、じつに 81 も
の挿絵が添えられている。つづく『エムリの 4 人の息子たち』Quatre fils 









ラテン語で翻案して『アレクサンドロス大王戦記』Historia de proeliis 



















3 分の 1 ほどを費やし、ネクタネブス王が敵来襲の知らせを受け取り、バ
ビロニアを後にするにあたって身だしなみをととのえている様子を描いて
いる。
　そしてこれ以降、横はテキストの 1 列分、縦はテキスト約 16 行分の挿






















。さらに、『フィエラブラの歌』Chanson de Fierabras（12 世紀後半
11）
）が
つづく。なお、この写本は、以上の 3 詩を「シャルルマーニュ物語第 1 書」、




















　つづく約 7 葉に挿絵 2 つをともなって収録される『ギー・ド・ヴァルヴ
ィック』Gui de Warewik（13 世紀前半の韻文作品を 15 世紀前半に散文化し
たバージョン）は、英語バージョン（Guy of Warwick）が、近世にいたる
までイギリスで広く読まれた愛と騎士道の物語である。つぎの『白鳥の騎
士』Chevalier au Cygne については、別途、詳述する。
　9 番目と 10 番目は、上記のような文学作品ではなく、法学と政治の書
である。まず、『戦争の系図』L’arbre de batailles は、1380 年代後半にベ
ネディクト会僧侶オノレ・ボネ Honoré Bonet（あるいは、オノラ・ボヴェ









　325 葉表から 361 葉表までには、一種の君主論が掲載されている。トマ
ス・アクィナスの弟子であり、パリ大学で神学を講じたのち、1295 年に
はブールジュの大司教に任じられたエジディウス・ロマーヌス Agidius 
Romanus（フランス語でジル・ド・ローム Gilles de Rome。1247-1316 年）は
1287 年ころまでにラテン語で『君主による治世論』De regimine principi︲
um を完成させ、フランス国王フィリップ 4 世美男王 Philippe IV le Bel
（1268?-1314年）に献呈した。本写本に収録されているのは、これをアンリ・






　363 葉表から 401 葉表までに、『ノルマンディー公国年代記』Chro︲
niques de Normandie がつづく。ノルマンディー公とアンジュー伯、さら
に英国王を兼ね、当時いわゆる「アンジュー帝国」を実現していたアンリ
（ヘンリー）2 世の命令で、詩人ワース Wace が 12 世紀後半、フランス語
のアングロ・ノルマン方言による韻文で書いた叙事詩的年代記『ルー物語』






　403 葉表からは、同時代の大作家 2 人の作品がならべられている。まず、
アラン・シャルティエ Alain Chartier（1385-1430 年）の寓意詩、『貴人の
日課』Bréviaire des nobles（1422-1426 年頃）である。信仰、忠誠、勇敢、
愛など、高貴な者に欠かすことのできない 13 の徳が約 450 行にわたり、










ーヌ・ド・ピザン Christine de Pisan（1365-1430 年頃）の『武勲と騎士道


















　さて、すでに触れたように、320 葉目の表から 339 葉目の表にかけて、
8 番目のテキストとして、この写本が『白鳥の騎士の物語』Ystoire du 
Chevalier au Signe（現代表記すれば Histoire du Chevalier au Cygne）と名づ
けている作品が登場している。この箇所については、もう少しくわしく見
てみたい。















ついて『コルニュマランの帰還』Retour de Cornumaran がつくられる。
さらに時間をさかのぼる形で、ゴドフロワの祖先とされる白鳥の騎士の武
勲を語る『白鳥の騎士』Chevalier au Cygne と、その後日譚である『エリ
アスの最後』Fin d’Elyas（エリアスは白鳥の騎士の名前）、この謎の英雄の





Mort Godefroi、『ボードワン王』Rois Baudouin である
19）
。こうして、「十































































下方から 336 葉おもて面左列まで 886 行つづいている。この物語を収録し
ている他の写本のうち最長バージョンであるフランス国立図書館所蔵フラ
ンス語写本 1621 番写本（Ms. B. N. fr. 1621）は、おおむね 3750 行をこの物








　⑴白鳥の騎士とベアトリス Beatrix の娘イド Ide は、ブーローニュ伯ユ











































番写本（Bern Burgerbibliothek MS 627）がある。しかしこれは、縦 185、














































番（Ms. B. N. fr. 12558：N. R. ソープ校訂の底写本）において、9891 行を数
える。タルボット・シュルーズベリー写本は、そのうちの 3211 行から
3908 行までの 697 行と、6606 行から 7386 行までの 780 行からの計 1477





















ド・サン・ジル Raymon de Saint-Gilles、1066 年のノルマン・コンクェス
トをなし遂げた征服王ギヨーム Guillaume（英語名ウィリアム）の長子ロー







































Advocatus Sancti Sepulchri の名称を選んだ）。あたかも十字軍という歴史的





おりフランス国立図書館所蔵フランス語写本 12558 番の 3211 行に相当す
る箇所からである。ここは、第 2 次攻撃にそなえるキリスト教軍の陣容紹
介の後半部で、第 6 大隊から第 10 大隊の紹介にあてられている。つまり、











































































Les Très Riches Heures du Duc de Berry に挿絵を入れた名匠ランブール
















１）　S. McKendrick, J. Lowden, and K. Doyle,  Royal Manuscripts: The Genius 
of Illuminations, London, British Library, 2011, pp. 400-403. なお、この写本
の電子画像は、British Library が提供する “Digitised Manuscripts” で閲覧す
る こ と が で き る。http://www.bl.uk/manuscripts/Viewer.aspx?ref=royal_
ms_15_e_vi（2016 年 1 月 16 日閲覧）。
37
小　川　直　之
２）　ジョン・タルボットについては、A. J. Pollard, John Talbot and the War in 
France, 1427-1453, Royal Historical Society Studies in History Series, no. 
35, 1983 が詳しい。
３）　《This image identified by the The British Library, is free of known copy-
right restrictions.》https://www.bl.uk/catalogues/illuminatedmanuscripts/
ILLUMIN.ASP?Size=mid&IllID=47542；http://www.bl.uk/catalogues/
illuminatedmanuscripts/record.asp?MSID=18385（2016 年 1 月 16 日閲覧）。
以下に転載の挿絵についても同様。
４）　この犬種の呼称とタルボットの家名の関係については、正確なことはわか
らない。Cf. The Oxford English Dictionary, 2nd ed., prepared by J. A. Simp-




６）　S. H. Cavanaugh, 《Royal Books: King John to Richard II》, The Library, 
6th series, 10 （1988）, 304-316; J. Stradford, “John, Duke of Bedford, as Pa-
tron in Lancastrian Rouen”, Medieval Art, Architecture, and Archaeology at 
Rouen, 1993, pp. 98-108.
７）　C. Reynols, “English Patrons and French Artists in Fifteenth-Century Nor-
mandy”, in England and Normandy in the Middle Ages, ed. D. Bates and A. 
Curry, 1994, pp. 299-313.
８）　F. Avril et N. Reynaud, Les manuscrits à peintures en France, 1440-1520, 
Paris, 1993, pp. 169-171.
９）　本写本全体の紹介については、以下の文献ならびにサイトを参照。F. Mi-
chel, 《Rapport de M. Francisque Michel, suivi de Descriptions et extraits de 
manuscrits》, Collection de documents inédits sur l’histoire de France publiés 
par ordre du roi et par les soins du Ministre de l’instruction publique. Rap︲
ports au Ministre, Paris, Imprimerie royale, 1839, pp. 35-203; H. L. D. Ward, 
Catalogue of Romances in the Departement of Manuscripts in the British Mu︲
seum, London, British Museum, t. 1, 1883, pp. 469-470, 598-600, 604-610, 615-
619, 622-624 et 627-629; G. F. Warner et J. P. Gilson, Catalogue of Western 
Manuscripts in the Old Royal and King’s Collections, London, British Muse-
um, 1921, t. 2, pp. 177-179; http://www.bl.uk/manuscripts/FullDisplay.aspx-
?ref=Royal_MS_15_e_vi（2016 年 1 月 16 日閲覧）。また、本写本の全般的研
究 と し て は、C, Reynolds, 《The Shrewsbury Book, British Library, Royal 
38
MS 15 E. VI》, Medieval Art, Architecture, and Archaeology at Rouen, op. 
cit., pp. 109-116.
10）　La chanson d’Aspremont, chanson de geste du 12 e siècle. Texte du manu︲
scrit de Wollaton Hall édité par L. Brandin, Paris, Champion （CFMA 叢書）, 
t. 1, 1919; t. 2, 1924; Aspremont, chanson de geste du XII e siècle. Presentation, 





学図書館に所蔵されている Mi. LM. 6 写本、通称「ラヴァル・ミドルトン」
Laval-Middleton 写本だと推定している。これは、もともとラヴァル（フラン






man de Troie など、さまざまなジャンルから 18 作が収められている。ド・
マンダッハは、タルボット写本はこのラヴァル・ミドルトン写本から着想を
得ていると考えている。Cf. A. de Mandach, “A Royal Wedding-Present in 
Making: Talbot’s Chivalric Anthology （London, B. M. Royal 15. E VI.） for 
Queen Margaret of Anjou and the ‘Laval-Middleton’ Anthology of Notting-
ham （Univ. Lib. Mi. LM. 6）”, Nottingham Medieval Studies, 18 （1974）, 56-76. 
ド・マンダッハは、F. A. G. Cowper, “Origins and Peregrinations of the La-
val-Middleton Manuscript”, Nottingham Medieaval Studies; Jan 1, 1959, pp. 
3-18 の論考を踏襲している。
11）　Fierabras, chanson de geste du XII e siècle, éditée par M. Le Person, Paris, 
Champion （Les classiques français du Moyen Age, 142）, 2003.
12）　この作品は、1 行 10 シラブルの韻文バージョンや、散文バージョンも残るが、
タルボット写本に伝わるのは 1 行 12 シラブルの韻文バージョンである。校訂
本なし。
13）　Renaut de Montauban. Edition critique du manuscrit Douce par J. Thom︲
as, Genève, Droz （Textes littéraires français, 371）, 1989.
14）　Le roman de Ponthus et Sidoine, éd. M.-C. de Crecy, Genève, Droz （Textes 
39
小　川　直　之
littéraires français, 475）, 1997; id., 《Ponthus et Sidoine》, Dictionnaire des 
lettres françaises: le Moyen Age, ibid., pp. 1202-1203.
15）　M.-H. de Pommerol et F. Fery-Hue, 《Gilles de Rome》, Dictionnaire des 
lettres françaises: le Moyen Age, op. cit., p. 543; S. Lefèvre, 《Information des 
Princes》, Ibid., p. 713; N.-L. Perret, Les traductions françaises du De regimine 
principum de Gilles de Rome : parcours matériel, culturel, et intellectuel 
d’un discours sur l’éducation, Leiden, Boston, Brill, 2011.
16）　J.-G. Gouttebroze, 《Pourquoi congédier un historiographe, Henri II Planta-
genet et Wace （1155-1174）》, Romania, 112, 1991, pp. 289-311.
17）　W. H. Rice, 《Deux poèmes sur la chevalerie, le Bréviaire des nobles et le 
Psautier des villains de Michaut Taillevent》, Romania, 75, 1954, pp. 54-97.
18）　C. C. Willard, 《Christine de Pizan on the Art of Warfare》, Christine de Pi︲
zan and the Categories of Difference, ed. Marilynn Desmond, Minneapolis, 
University of Minnesota Press, 1998, pp. 3-15; M.-A. Bossy, 《Arms and the 
Bride: Christine de Pizan’s Military Treatise as a Wedding Gift for Margaret 
of Anjou》, Christine de Pizan and the Categories of Difference, ibid., pp. 
236-256; L. Dulac et E. J. Richards, 《Guerre sainteou guerre juste? Le nou-
veau discours polémologique, juridique et humaniste chez Christine de Pi-
zan après la débacle de Nicopolis》, Revue des langues romanes, 117（2）, 
2013, pp. 321-340.
19）　以上の作品は、アラバマ大学から叢書 “The Old French Crusade Cycle” と
して校訂されている。La Naissance du Chevalier au Cygne, ed. E. J. Mickel 
Jr. and G. M. Myers, 1977; Le Chevalier au Cygne and La Fin d’Elias, ed. J. 
Nelson, 1985; Les Enfances Godefroi and Le Retour de Cornumarant, ed. E. J. 
Mickel, Jr., 1999; La Chanson d’Antioche, ed. J. A. Nelson, 2003; Les Chétifs, 
ed. G. M. Myers, 1981; La Chanson de Jérusalem, ed. N. Thorp, E. J. Mickel 
Jr. et J. A. Nelson, 1991; The Jerusalem Continuations: La Chrétienté Corba︲
ran, ed. P. R. Grillo, 1984; The Jerusalem Continuations: La Prise d’Acre, La 
Mort Godefroi, La Chanson des Rois Baudouin, ed. P. R. Grillo, 1987.
20）　G. F. Warner and J. P. Gilson, op. cit., pp. 177-179 に写本の解説あり。なお、
右側には、『白鳥の騎士誕生』エピソードから、オリアン Oriant 王の母マタ





21）　Les Enfances Godefroi and Le Retour de Cornumarant, ed. E. J. Mickel Jr., 
op. cit., 《Introduction》, p. 14.　なお、十字軍系列の写本群における本写本の
位置づけについては以下を参照。E. J. Mickel Jr. and J. A. Nelson, 《BM Roy-
al 15 E VI and the Epic Cycle of the First Crusade》, Romania, 92（1971）, 
pp. 532-556.
22）　La Naissance du Chevalier au Cygn, op. cit., 《Introduction》, p. liv-lv; A. G. 
Krüger, Romania, 23（1894）, pp. 445-449。
23）　J. Flori, Pierre l’Ermite et la Première Croisade, Fayard, Paris, 1999, pp. 
56-62.
24）　この部分については、別論文で転写と校訂を発表する予定。なお、『エルサ









26）　T. Matsumura, Dictionnaire du français médiéval, sous la direction de Mi︲
chel Zink, Paris, Les Belles Lettres, 2015, p. 2711 は、形容詞としての “pro, 
preu” を「（人が）すぐれた、勇敢な bon, vaillant （enparlant de qn）」と定義
し、これに「人」にあたる “ome” が結合されて “prodome” になれば、「価値
のある人、ある仕事のエキスパート、あるいは、なんらかの役目を任されて
い る 人 」homme de valeur, homme expert et versédans un métier, qu’on 
charge de certaines fonctions であり、「女性」に付加されて “prode feme” と
なれば、「賢い女性」femme sage の謂であると説明している。
27）　S. McKendrick, J. Lowden, and K. Doyle, op. cit., p. 401.
